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４ 下の図の平行四辺形ＡＢＣＤにおいて，ＢＥ：ＥＣ＝ 1：1，ＢＦ：ＦＣ＝ 1：2，

直線ＡＥと直線ＤＦの交点をＧとします。また，平行四辺形ＡＢＣＤの面積は

84cm ２ です。研ぎの問いに答えなさい。

(1) ＢＦ：ＦＥ：ＥＣを最も簡単な整数の比で答えなさい。

(2) 三角形ＡＧＤの面積を求めなさい。

(3) 辺ＢＣ上の点Ｅと点Ｃの間に点Ｈをとり，直線ＡＨと直線ＤＦの交点をＩとしま

す。三角形ＡＩＧの面積が 9cm ２のとき，次の問いに答えなさい。

① ＦＧ：ＧＩ：ＩＤを，最も簡単な整数の比で答えなさい。

② ＢＦ：ＦＥ：ＥＨ：ＨＣを，最も簡単な整数の比で答えなさい。

③ 四角形ＤＩＨＣの面積を求めなさい。
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(1) ＢＥ：ＥＣ＝ 1：1，
ＢＦ：ＦＣ＝ 1：2 より，

ＢＣの長さを 1 ＋ 1 ＝ 2 と，

1 ＋ 2 ＝ 3 の最小公倍数の 6 と

すると，

ＢＥ＝ＥＣ

＝ 6 × ＝ 3，

ＢＦ＝ 6 × ＝ 2，ＥＣ＝ 6 － 2 ＝ 4 となるので，上図から，

ＢＦ：ＦＥ：ＥＣ＝ 2：(4 － 3)：3 ＝ 2：1：3 です。

(2) 右図で，△ＡＦＤの面積は平行四辺形

の面積の半分なので 84 ÷ 2 ＝ 42cm ２ 。

また，△ＡＧＤと△ＥＧＦは相似で

相似比は(1)より

ＡＤ：ＥＦ＝ 6：1 なので，

ＤＧ：ＧＦ＝ 6：1。
よって，△ＡＧＤとＡＦＧの

面積の比も 6：1 なので，

△ＡＧＤの面積は 42 × ＝ 36cm ２ です。

(3)①(2)より，ＤＧ：ＧＦ＝ 6：1。
また，右図で△ＡＦＤの面積は 42cm ２，

△ＡＩＧの面積は 9cm ２なので，

ＦＤ：ＧＩ＝△ＡＦＤの面積：

△ＡＧＩの面積＝ 42：9 ＝ 14：3。

よって，ＦＤ＝○14 とすると，

ＧＩ＝○3 ，

ＧＦ＝○14 × ＝○14 ×

＝○2 ，ＤＧ＝○14 －○2 ＝○12 となるので，上図から，

ＩＤ＝○12 －○3 ＝○9 。

よって，ＦＧ：ＧＩ：ＩＤ＝○2 ：○3 ：○9 ＝ 2：3：9 です。
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② 上図から，△ＨＩＦと△ＡＩＤは相似で，相似比は

ＦＩ： I Ｄ＝(2 ＋ 3)：9 ＝ 5：9 なので，

ＦＨ：ＡＤも 5：9。
(1)と同様にＢＣ＝ＡＤ＝ 6，ＢＦ＝ 2，ＦＥ＝ 1，ＥＣ＝ 3 とすると，

ＨＦ＝ＡＤ× ＝ 6 × となるので，

ＥＨ＝ ，ＨＣ＝ 。

よって，ＢＦ：ＦＥ：ＥＨ：ＨＣ＝ 2：1：

＝ ＝ 6：3：7：2 です。
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